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令和６年度 学校関係者評価実施用紙（まとめ用） 

学校番号 18 学 校 名 静岡県立沼津東高等学校 記 載 者 市川 幸子 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 

育成する力 
達成方法 

（取組手段） 
成果目標 
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び
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う
力
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自己肯定力 

・人権教育 
・ホームルーム活動 
・教科の授業 
・自治会活動 
・部活動 
・学校行事 
・交通指導 
・校外活動への参加 
・揺籃､理数探究 
・朝読書 
・進路指導 

・自分自身に概ね満足しており、物事を肯定的に考えることが多い
生徒60％以上◎ 
・楽しく充実した学校生活を送っている生徒90％以上◇ 

Ａ Ａ ・満足していない生徒、保護者に、その理

由を問う設問も設けるなどして、不満足

の原因を探って、解決方法を検討してい

ただきたい。 

・肯定的に考えて充実した学校生活を送れ

ているのは良いが、与えられた環境を単

純に受け入れているだけの生徒もいるの

ではないか、検証できれば良い。 

利他・ 
共生力 

・所属する集団や社会に貢献できるよう意識して行動している生徒
80％以上◎ 

・いじめ件数､問題行動､交通事故･違反指導数の前年比減● 

Ｂ Ｂ ・交通事故・違反０を目指していただき

たい。 

・いじめ、問題行動、交通事故件数が前

年比減という目標達成を切に望む。 

・ＰＴＡとの連携による効果的な交通指

導をお願いしたい。 

・人権教育と少子高齢化を防止する取組

は、日本を愛し誇りに思い存続させたい

という気持ちを育む教育の基本である。

それを学ぶような仕組み作りを心掛けて

いただきたい。 

関心・ 
知的好奇心 

・授業や日常生活の中で、興味・関心を抱いて情報を集めたり、「こ
れに取り組んでみたい」と思ったりすることが多い生徒75％以上
◎ 
・学習以外で活字に親しむことが多い生徒90％以上◎ 

Ｂ Ｂ ・「あてはまらない」「まったくあてはま

らない」生徒が10.4%いるので、その原因

を探って、解決方法を検討していただき

たい。 

・進学するだけが目標でないことを保護

者も含めて理解してもらうことが大切で

あると改めて感じた。 

挑戦・ 
行動力 

・指示されたこと以外で、自分を高めるために、継続的に取り組ん
でいることがある生徒75％以上◎ 

・難関国立大・医学科志望者数120人以上● 
・地区大会を突破した部活動10以上● 

Ｂ Ｂ ・「あてはまらない」「まったくあてはま

らない」生徒が14.3%いるので、その原因

を探って、解決方法を検討していただき

たい。 

協働・ 
巻き込む力 

・協働場面で積極的に発言・活動して集団をまとめ、参加者全員を
巻き込むよう工夫している生徒60％以上◎ 

Ｂ Ｂ ・「あてはまらない」「まったくあてはま

らない」生徒が24.6%いるが、必ずしもま

とめ役にならなくても、積極的に参加し

ようとする生徒もある程度評価してもよ

いのではないか。 

・個人志向が強い傾向は「伝統」で済ま

せられないと同窓生としても感じる。 

 

 

・香陵祭、スタディツアー、高原教室の満足度85％以上◇ 
・友人と協働して目的を達成することができた生徒80％以上◇ 
・英会話、校外の学び、ボランティア活動に参加した生徒100人以
上● 

Ａ Ａ ・スタディツアーに対しての保護者の満

足度はどの程度だったのか？また受け入

れていただいた企業の反応も調べて、よ

り良いものにしていただきたい。 

・スタディツアーの企業訪問、探究のテ

ーマ決定に至るまで、生徒がどのように

関わったのか、もう少し明らかになれば

さらに良い。 

・スタディツアーの本質的な効果を検証

していってほしい。 

知識・技能 

・教科の授業 
・揺籃､理数探究 
・一人一台端末活用 
・学びの基礎診断 

・授業の内容が分かる生徒90％以上◇ 
・一人一台端末を活用している生徒90％以上◇ 

・共通テスト５教科７科目受験率90％以上● 

・難関国立大・医学科合格者50人以上● 

Ｂ Ｂ ・大変なこととは承知しているが、「授業

の内容が分かる生徒」は100%を目指して

頑張っていただきたい。 

・理系志望の中で工学ではなく基礎研究

を志す生徒が増えると、将来ノーベル賞

受賞者排出が考えられる。 

・入試制度の多様化への対応をお願いし

たい。 

・授業についていけない生徒のフォロー

アップ体制の構築 

・生成ＡＩ等の効果的な活用をお願いし

たい。 

思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等 

目標設定力 

・教科の授業 

・揺籃､理数探究 

・進路指導 

職業を知るセミナ 

ー 

大学出張講義 

・課題解決や大きな目標達成のために、適切な難度の小・中目標を
設定することができる生徒70％以上◎ 

Ａ Ａ ・沼東ゼミへの生徒の満足度はどのくら

いでしょうか？「時間確保が大変」との

ことでしたが、生徒はどの程度負担を感

じているのでしょうか？ 

・目標の優先順位づけを考える訓練が必

要 
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課題発見・ 
分析力 

志望校設定等 

・部活動 

・学校行事 

・校外活動への参加 

・物事を多面的に観察し、その良さと課題の両方を見いだすことが
できる生徒80％以上◎ 

Ｂ Ｂ ・社会に出てからも必要とされる能力と

なるので、適切な指導をお願いします。 

・多面的な考えを持つことへの訓練がで

きているか 

思考力 
・自分の意見を適切な根拠を示しながら、順序だてて説明すること
ができる生徒70％以上◎ 

Ａ Ａ ・探究のプレゼンで説明が序論本論 結論

の基本構成で作られているか 

表現・ 
発信力 

・聞き手を意識して話し方を工夫したり、適切な機器を用いたりし
て、分かりやすく説明することができる生徒70％以上◎ 

Ａ Ａ ・プレゼンテーション能力は 訓練が必要 

創造力 
・授業や学校生活の中で、自分の世界や発想の幅が広がっている生
徒80％以上◎ 

Ｂ Ｂ ・将来の進路や可能性を考える上で重要

なことと思います。多くの選択肢を示し

てあげられると良い。 

・理系⇔文系の選択機会、自由ができれ

ばよい。 

 

 
・３年次１学期における第一志望校を受験した生徒60％以上● 
・探究や授業成果の校内発表会実施、校外発表会等への参加● 
・教科、科学、図書、関係部活、探究・課題研究等入賞● 

Ａ Ａ ・保護者アンケートの設問16では「どち

らともいえない」も含めると満足度がや

や低いと思われる。きめ細かな進路指導

をお願いする。 

業務改善 ・ＤＸ､外部人材活用 ・月別時間外労働時間の前年比減 

Ｂ Ｂ ・教職員の皆様は大変だと思いますが、

健康第一で頑張ってください。 

・生徒、保護者の本校への大きな要求と

教員の負荷の大きさのバランスの取り方

の解決策は厳しい。 

◎１学期末、学年末生徒アンケート ◇生徒対象学校生活アンケート  ●データ 


